
事例 中学校美術科（絵や彫刻などに表現する活動） 岐阜地区（Ｋ中学校）

１ 題材について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 第２学年及び第３学年の内容 Ａ表現 （１） ア、イ、ウ Ｂ鑑賞

題 材 名 「ステラワールドへようこそ （全１３時間）」

題 材 の 目 標 ○素材の可能性を生かした多様な表現方法に関心を深め、試行錯誤を重ねながら、

。 【 】楽しく創造していこうとする 美術への関心・意欲・態度

○色や形、表面加工に自分なりのこだわりをもち、構成の仕方、材料の組合わせ方

を工夫して、豊かな表現の構想を練る。 【発想や構想の能力】

○自分のテーマや表したい感じを大切にして、材料や用具を効果的に生かし、独創

。 【 】的な表現方法を工夫するなどして創造的に表現する 創造的な技能

○作者の心情や意図、創造的な表現の工夫などを自分の価値意識を大切にしながら

感じ取ったり、味わったり、批評し合ったりする。 【鑑賞の能力】

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材の指導計画作成上の工夫

・４観点から、本題材の基礎的・基本的な内容を具体化し、単位時間における指

導内容、評価がＡと判断せれるキーワードと評価がＣの状況の生徒への手だて

を明確にする。

・題材の指導計画の導入、終末で表現活動に生かせる効果的な鑑賞活動を意図的

に取り扱う。

・自由で独創的な表現活動が可能な題材であるからこそ、指導計画の中で時間、

場所、効果的な参考作品・材料など条件設定を明確にし、見通しをもたせる。

「 」 、 、・素材の特性を生かす 試作 の場 仲間との交流の場を位置付けることにより

作品のイメージを深める手だてとする。

○単位時間における工夫

、 「 」 、・自己の課題のもち方 追求の仕方の手だてとなる 自己評価カード を分析し

累積することにより表現意欲を高め、生徒一人一人の課題と変容を把握し、個

に応じた指導・援助に生かす。

・導入の段階で表現の幅を広げる鑑賞資料を提示したり、課題解決をする話し合

いの場を設けたり、教師自らやり方を提示したりして、個々の課題解決につな

げる。

参 考 資 料 資料１：ＮＨＫ新日曜美術館「フランク＝ステラ （第１時）」

資料２：題材で使用する学習プリント

先輩の作品（平面・立体・半立体作品）

資料３：先輩の作品（形にこだわった作品）

資料４：先輩の作品（色にこだわった作品）

資料５：先輩の作品（表面加工にこだわった作品）

資料６：仲間の作品（自分の表現方法に課題をもった作品）

資料７：仲間の作品（自分の表現方法にこだわりをもった作品）

資料８： 自己評価カード」「



２ 評価規準

ア 美術への関心･意欲･態度 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力

自然や身近なもの、美術作品 感性や想像力を働かせ 感じ取ったことや 自然、美術作品や

内 などのよさや美しさ、美術文 て、対象やものごとを 心の世界などをス 生活の中の造形、

容 化や文化遺産などに対する関 深く見つめよさや美し ケッチに表し、想 美術文化や文化遺

のご 心を高め、自分のよさを生か さなどを感じ取ったり 像力や創造的な技 産などに親しみ、

まと して表現や鑑賞の創造活動に 考えたり、用途や機能 能などを働かせ表 感性や想像力を働

との 主体的に取り組み、美術を愛 を考えたりして、独創 現意図に合う新た かせてよさや美し

ま評 好し心豊かな生活を創造して 的で豊かな発想をし、 な表現方法を研究 さ、作者の心情や

、り価 いこうとする。 心豊かで創造的な表現 するなどして創意 意図と表現の工夫

規 の構想をする。 工夫し、創造的に 創造力の豊かさな

準 表す。 どを感じ取り味わ

ったり、理解や見

。方を深めたりする

、題 素材の可能性を生かした独自 テーマをもとに色や 自分のテーマや表 作者の心情や意図

材 の表現方法に関心を深め、試 形、表面加工に自分な したい感じを大切 創造的な表現の工

に 行錯誤を繰り返しながら、楽 りのこだわりをもち、 にして、材料や用 夫などを、自分の

お評 しく自分らしい表現を創造し 構成の仕方，材料の組 具を効果的に生か 価値意識を大切に

け価 ていこうとする。 み合わせ方を工夫し しながら、自分の しながら感じ取っ

、 、る規 て、豊かな表現の構想 感性や造形感覚を たり 味わったり

準 を練る。 働かせて、独創的 批評し合ったりす

な表現を工夫する る。。

①抽象表現のよさや美しさ、 ①段ボールという素材 ①自分の決定した ①フランク＝ステ

テーマを生かす独特な表現 の可能性を追求し、 テーマからイメ ラの作品と制作

技法が表れている参考作品 楽しみながら試すこ ージする言葉を のビデオを鑑賞

を鑑賞することによって、 とによって、加工す もとに形を変形 することによっ

単 抽象表現の面白さを関心 る行為から生まれる させることによ て、作品に込め

位 をもって見付けたり、自 効果や接着方法の工 って、テーマに られた作者の心

時 分の制作に生かそうとする 夫について気付き 合った独創的な 情や意図、創造。 、

間 自分の作品のイメー 抽象形をつくり 的な表現の工夫

に具 ②自分の思いをより強く表現 ジを広げる。 だすことに気付 など、多様な表

お体 するために試しを繰り返す き、独創的な抽 現の可能性を感

けの ことによって、色や形、表 ②より強くテーマを表 象表現をする。 じ取る。

思いを込めてつくる評 面加工の点でより思いにあ すために工夫してい ②自分のテーマや ②

った自分や仲間の価 った表現を求め、自分らし る参考作品を鑑賞 制作の条件を確

作品を鑑賞するこ規 い表現を追求しようとす することにより、 認することによ

とによって、作品準 る。 感性や想像力を働か って、表現にあ

の多様な発想の面せ自分らしいテーマ った材料や用具

白さや表現方法の③作品交流の場面で，仲間の を発想することに気 を見付けること

工夫や美しさに気制作に対する思いや工夫を 付き、スケッチをも に気付き、効果

付き、お互いのが聞くことによって、より自 とに素材を生かした 的に使う。

んばりを認め合う分の思いにあった表現を色 構想を練る。 ③自分の思いをよ



と同時に次の作品や形、表面加工の点から追 ③自分のテーマをより り強く表すこと

への意欲につなげ求する姿勢に気付き、自分 強く表現するため ができる材料や

る。の作品制作に生かそうとす に、色、形、表面加 表現方法を知る

、る。 工にこだわりをもっ ことによって

て制作した作品を構 より効果的な色

成する方法を教師が や形の組み合わ

実演することによっ せ方などに気付

て、材料の組み合わ き、材料や用具

せかたや強度、より を生かして表現

よい接着方法などに する。

気付き、より豊かな ④自分の表現方法

構想を練る。 のよさと課題に

気付き、本時課

題を明確にして

表現の追求をす

る。

⑤色、形、表面加

工、構成の点で

もつ課題を解決

する方法に気付

き、自分で「こ

れだ」と納得で

きる完成の仕方

を決める。

３ 指導と評価の計画（全１３時間）

（１）授業の流れ

第１次 題材との出会い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第２次 素材を生かした表現の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第３次 自分のテーマの発生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第４次 作品のイメージつくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

第５次 自分の表現の発生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

第６次 自分の表現の追求・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５時間）（

第７次 自分の表現の振り返り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

（２）題材の指導計画

次 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○フランク＝ステラの美術史

上の経歴概要を知る。

○作家の生きざ ○ビデオから作家の時代ごと ＜エ－①＞ ○発言 ○ビデオを鑑賞しな

１ まや年を追っ に変容する抽象作品のよさ ○フランク＝ス ○鑑賞カード がら、作品制作中

て変容してい と生きざまを知り、抽象表 テラの作品と ・フランク＝ス の作者の思い、時

く作品の鑑賞 現に興味をもつ。 制作のビデオ テラの作品や 代、状況を話す。



を通して、そ を鑑賞するこ 制作姿勢から □Ａと評価するキー

のダイナミッ 学習課題 とによって、 感じ取った抽 ワード

クさに触れ、 フランク＝ステラの作品 作品に込めら 象表現の面白 ・意欲的な発言

抽象表現の面 から制作に対する思いと、 れた作者の心 さやよさを書 ・抽象表現のよさや

白さやよさに 抽象表現の特徴について学 情や意図、創 くことができ 価値を見出す

気付くことが ぼう。 造的な表現の たか。 ・既習の表現方法と

できる。 工夫など、多 抽象表現の相違点

○参考作品の鑑賞後、感じた 様な表現の可 に気付く

ことを交流し合い、鑑賞カ 能性を感じ取 □Ｃの状況への手だ

ードに記入する。 り、次回から て

の制作に生か カラープリントした

そうとする。 作品から、色調・構

成を近くで見せる。

○段ボールという素材でどん

なことができるか考え、発

言する。

２ ○加工したり、 ○素材である段ボールに触れ、 ＜イ－①＞ ○発言 ○段ボールの可能性

接着方法を考 表現素材としての可能性を ○段ボールとい ○作品 を言葉で出させた

えたりする行 試しながら見付け出す。 う素材の可能 ・量的にたくさ 後、それ以外の可

為を通して、 性を追求し、 んの可能性を 能性を引き出すた

素材としての 学習課題 楽しみながら 見付けること めの加工法の例を

段ボールの可 段ボールでどんなことが 試すことによ ができたか。 提示する。

能性を知り、 できるか、試作をしていろ って、加工す 質的に深い可 □Ａと評価するキー

これからの作 いろな可能性を試そう。 る行為から生 能性を発見す ワード

品制作に生か まれる効果や ることができ ・段ボールを生かす

そうとするこ ○見付けた段ボールの可能性 接着方法の工 たか。 ・独創的な発想

とができる。 を発表し合い、表現の可能 夫について気 ・深く追求

性を広げる。 付き、自分の □Ｃの状況への手だ

作品のイメー て

ジを広げる。 「組み合わせる 「接」

着する」など具体的

な方法を助言する。

○参考作品から ○参考作品からテーマに対す ＜ア－①＞ ○発言 ○タイプの違う３つ

感じ取った作 る作者の思いを知り、アイ ○抽象表現のよ ○学習カード の参考作品のテー

者の心情や表 デアスケッチに生かそうと さや美しさ、 ・参考作品の独 マと、理由、こだ

３ 現の工夫を通 する。 テーマを生か 特な表現方法 わり、工夫を説明

して、自分の す独特な表現 のよさや特徴 する。

感性を生かし 技法が表れて を感じ取り、 □Ａと評価するキー

たテーマを実 いる先輩の参 文章で書くこ ワード

現させるため 考作品を鑑賞 とができたか ・意欲的に。

の構想を練る することによ ・課題意識をもって

ことができる って、抽象表 ・よさや価値を見い。

現の面白さを だす

関心をもって □Ｃの状況への手だ

見付けたり、 て



自分の制作に 同じテーマでも表現

生かそうとす 方法の違う２つの作

る。 品を比較させる。

○参考作品から感じ取ったこ ＜イ－②＞ ○アイデアスケ ○総授業時数、制作

とを生かし、自分らしいテ ○より強くテー ッチ 可能場所、使用可

ーマを設定し、第１次アイ マを表すため ○自己評価カー 能な材料・用具と

デアスケッチ（全体構想） に工夫してい ド いった条件を明確

をする。 る先輩の参考 ・自分らしいテ に提示する。

作品を鑑賞す ーマをもとに □Ａと評価するキー、

学習課題 ることにより 独特な表現に ワード、

先輩の作品から学んだこ 感性や想像力 挑戦しようと ・個性的なテーマ

とを参考に、自分のテーマ を働かせ自分 しているか。 ・独創的な発想

を生かすためのアイデアス らしいテーマ （立体・半立体 ・計画的

ケッチをしよう。 を発想するこ ・平面、制作 □Ｃの状況への手だ

とに気付き、 後の設置場所 て

○自分の制作姿勢を振り返り、 スケッチをも など） 制作後、どこに飾り

自己評価カードに記入する。 とに素材を生 たいか、話しながら

。かした構想を イメージを引き出す

練る。

○制作にかかわ ○テーマからイメージする言 ＜ウ－①＞ ○作品 ○イメージする言葉

、 、る条件と自分 葉をもとに、独創的な抽象 ○自分の決定し ○アイデアスケ から 形あるもの

のテーマから 形をつくりだし、第２次ア たテーマから ッチ 形に表せないもの、

自分のイメー イデアスケッチ（部分）を イメージする ・描いた形の中 （感情・気象・政4
ジに合った独 完成させる。 言葉をもとに に，自分のテ 治・平和など）を

創的な抽象形 形を変形させ ーマを意識し 自由な線で表し、

をつくりだす ることによっ た独創的な表 抽象形に結び付け。

て、テーマに 現が出ている る。学習課題

自分のテーマから思い付い あった独創的 か。 □Ａと評価するキー

た言葉をもとに、自分にし な抽象形をつ ワード

かできない抽象形を作り出 くりだすこと ・独創的な形

し、アイデアスケッチを完 に気付き、独 ・テーマを意識

成させよう。 創的な抽象表 ・イメージの広がり

現をする。 □Ｃの状況への手だ

○次の時間から制作に入るた て

め、個人で必要な用具につ テーマからイメージ

いて確認する。 する言葉を具象に表

し、そこから抽象に

変形させていく。

○テーマを生か ○自分の表現にあった材料・ ＜ウ－②＞ ○観察 ○前時のアイデアス

した自分らし 用具を自分で準備する。 ○自分のテーマ ・自分のイメー ケッチと制作構想

い表現を、よ や制作の条件 ジを表現する から、本時の制作

５ り強く追究す を確認するこ ために必要な に必要なものは何

るために色、 とによって、 材料・用具を か事前に確認させ６

形、表面加工 表現にあった 意欲的に収集 ておく。

に自分なりの 材料や用具を し、効果的に □Ａと評価するキー



こだわりをも 見付けること 選択しようと ワード

って制作して に気付き、効 しているか。 ・意欲的な収集

いく。 果的に使う。 ・効果的な選択

・計画的

□Ｃの状況への手だ

て

教師が用意したもの

の中から自己選択さ

せる。

○より自分らしさの表れる色、 ＜イ－③＞ ○観察 ○こだわりをもって

形、表面加工にこだわりを ○自分のテーマ ○作品 制作した部品を全

もって制作をしながら試行 をより強く表 ・色、形、表面 体につなげる構成

錯誤し、全体の構成を決め 現するために 加工にこだわ の場面で、段ボー、

ていく。 色、形、表面 りをもち、全 ルの強度や接着方

加工にこだわ 体の構成を工 法を試す場を設定

学習課題 りをもって制 夫しようとし する。

色、形、表面加工にこだ 作した作品を ているか。 □Ａと評価するキー

わりをもって、全体の構成 構成する方法 ワード

を工夫していこう。 を教師が実演 ・自分のこだわり

することによ ・構成の仕方

○自分の制作姿勢を振り返り、 って、材料の ・組合わせ方

自己評価カードに記入する。 組合わせ方や □Ｃの状況への手だ

素材の強度、 て

よりよい接着 具体的な組合わせ方

方法などに気 や接着方法をいくつ

付き、より豊 か提示する。

かな構想を練

る。

○自分の願いや ○自分のテーマ、本時の自己課 ○観察 ○試行錯誤しながら＜ア－②＞

テーマをより 題（～を～するために～を～ ○自分の思いを ○作品 もより自分らしい

強く表現する 使って～のように制作する） より強く表現 ・試作や試しを 追求をしている仲

、７ ために、色や を確認する。 するために試 繰り返して自 間の作品を紹介し

８ 形、表面加工 作や試しを繰 分の表現を追 思いを語らせる。

９ 等から自分の り返すことに 求しようとし □Ａと評価するキー

課題を明確に よって、色や ているか。 ワード10
して、表現の 形、表面加工 ・自分のテーマにあ11
工夫、追求を の点でより思 った

することがで いにあった表 ・試行錯誤

きる。 現を求め、自 □Ｃの状況への手だ

分らしい表現 て

を追求しよう 「○○さんは、こう

とする。 いう表現をしている

よ 」と交流を促し、。

工夫に気付かせる。

○自分のアイデアスケッチに沿 ＜ウ－③＞ ○観察 ○一人一人の表現に

ってこれまで学習してきたこ ○自分の思いを ○作品 対する思いを聞き



とを生かし より効果的な色 より強く表す ・見付けた材料 取り、独創的な表、 、

形、表面加工を追求し作品づ ことができる や技法を表現 現を認め、気付か

くりを進める。 材料や表現方 に生かそうと せ、より意欲的に

法を知ること しているか。 追求できるように

学習課題 によって、よ する。

自分のテーマをより主張で り効果的な色 □Ａと評価するキー

きる色・形・表面加工を工 や形の組合わ ワード

夫し、自分らしい表現方法 せ方などに気 ・効果的な表現方法

で制作しよう。 付き、材料や ・材料のよさを生か

用具を生かし す

□Ｃの状況への手だて表現する。

て

様々な表面加工がし

てある資料を提示し

たり、教師が実演す

る。

○仲間の制作のよさに気付き、 ＜ア－③＞ ○観察 ○作品交流の場を位

自分の作品に生かしたり、新 ○作品交流の場 ○自己評価カー 置付け、表現のよ

たな方法を考えたり、試行錯 面で、仲間の ド さや制作姿勢のよ

誤をしながら制作を進める。 制作に対する ・仲間の表現の さが共有できるよ

思いや工夫を よさを積極的 うにする。

聞くことによ に見付けよう □Ａとするキーワー

って、より自 としているか ド。

分の思いに合 ・仲間から学ぶ

った表現を色 ・自分の作品に生か

や形、表面加 す

工の点から追 □Ｃの状況への手だ

求する姿勢に て

気付き、自分 同じ課題のある作品

の作品制作に を部分交流させ、解

生かそうとす 決方法を話し合わせ

る。 る。

○自己評価カードを累積して記 ＜ウ－④＞ ○自己評価カー ○毎時間終了後の自

入することにより、自分の表 ○自分の表現方 ド 己評価を確認、一

現と願いを振り返り、表現の 法のよさと課 ○作品 人一人のよさや課

よさや課題を確かめながら、 題に気付き、 ・自分の表現の 題を把握し、指導

次時に生かす。 本時の課題を よさや課題を に生かす。

明確にして表 意識して表現 □ とするキーワーA

現の追求をす の追求をして ド

る。 いるか。 ・自分のよさや課題

の発見

・次時へつなげる

□Ｃの状況への手だ

て

個別指導で、課題を

確認したり、具体的

な解決法を実演し、



次時へつなげる。

○前時確認した課題解決に向 ＜ウ－⑤＞ ○自己評価カー ○前時の課題を解決

け、色、形、表面加工、構 ○色、形、表面 ド し 「ここで完成」、

成、の視点で追求し 「これ 加工、構成の ○作品 という揺るぎない、

で完成」という決定条件を 点でもつ課題 ・パシッと音の 作品完成の自己決

キーワードで確かめながら、 を解決する方 聞こえる作品 定の方法を指導す

作品を完成させる。 法に気付き、 の完成をして る。

自分で「これ いるか。 □Ａと評価するキー

だ」と納得で ワード

きる完成の仕 ・課題解決のため追

方を決める。 求

・ パシッ」と音の聞「

こえる完成

□Ｃの状況への手だ

て

最後の構成で迷って

いる生徒の作品を実

際、数㎜の単位で動

かしてみて、一番パ

シッと来る場所を一

緒に探す。

、○制作した自分 ○校舎内の飾りたい場所に許可 ＜エ－②＞ ○発言 ○鑑賞の視点を示し

の作品の自己 を取り、作品を設置する。 ○思いを込めて ○鑑賞カード 思いや表現の工夫

評価と共に仲 ○自分の作品について振り返 つくった自分 ・自分や仲間の について話ができ

間の作品を鑑 り、思いや表現の工夫につい や仲間の作品 作品について るようにする。12
賞することを て発表し、仲間と交流する中 を鑑賞するこ 表現の意図や □Ａと評価するキー13
通して、その で お互いのよさを学び合い とによって、 よさについて ワード、 、

よさや美しさ 作品制作の価値を深める。 作品の多様な 理解し、発言 ・自分の思いを語る、

作品に込めら 発想の面白さ または記述し ・自分や仲間の成長

れたメッセー 学習課題 や表現方法の ているか。 を見付ける。

ジを感じ取る 制作を振り返り、自分や仲 工夫や美しさ ・題材を通して学ん

ことができる 間の独創的な表現方法のよ に気付き、お だこと。

さを味わおう。 互いのがんば □Ｃの状況への手だ

りを認め合う て

○制作の振り返りを、鑑賞カー と同時に次の ・仲間の発言の大切

ドに記入する。 作品への意欲 な部分のメモを取

につなげる。 らせたり 「今の発、

言は大事だね 」と。

助言する。



４ 単位時間の授業展開例

（１） 本持のねらい

自分の願いやテーマをより強く表現するために、構成の視点で表現方法を工夫している仲間の作品や

教師の実演から、中心になる部分を引き立たせるような形の組合わせ方を学ぶことを通して、前時「自

己評価カード」に書いた自分の課題を解決する方法をつかみ、表現方法を決定し、より思いが伝わる構

成を考えた作品を完成させることができる。

（２）本時の位置

１０／１３

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

事 ○本時、必要な材料・用具を準備す ○制作場所・用具の場所の確

前 る。 認，刃物の使用法など、安全

○教科係りが３分間活動をする。 の確認をしておく。

○本時の学習内容を知る。 ○本時がこの題材の完成の時間

・この題材が完成の時期であること であることを事前に知らせて

を確認する。 おく。つ

・本時の仮の習目標を提示する。 ○本時の目標をキーポイントをか

空白にして板書する。む

○最終段階で、色・形・表面加自分のテーマをより主張できる色・形・表面加工・構成

工・構成のどの部分で自分はを工夫し、パシッと音が聞こえるように完成させよう。

課題をもつのか、前時の自己

・前時の自己評価カードより、本時 評価カードより確認する。

自分が課題として取り組む４つの ○構成の点で課題をもつＮ君の

視点から一番多かった「構成」を 思いを聞き、みんなで解決方

取り上げ ，みんなで解決方法を 法を考える。、

出し合う ， ○Ｎ君の作品を使って全体指導。

構成を課題とするＮ君 解決方法 し、構成面でバランス感覚や

「光と闇の草原」の中心となる 太陽の当たる草原を広 感性を生かして、実際にパー

しきりの太陽と月をどの位置に めに鈍角で、月の当た ツを少しずつ、ずらしながら

どんな傾きで、どういう方法で る闇の草原をやや狭く 「ここ以外のどこでもない」追

立てればいいか構成に迷う。 鋭角に教師が少しずつ パシッとくる場所を見付け出求

「構成」で課題がある生徒 ずらし，一番パシッと す。す

２０人 くる場所をみんなで見 ○本時のキーワードを「パシッる

付け 意見を言い合う と音が聞こえる」とし、目標， 。

＜意欲・関心・態度＞ の空白の板書のところに記入

○仲間の助言や教師の実演か し、意識付ける。

ら、表現の追求の仕方を理 ○パシッと決める時には必ず近

1m解し、自分の表現の見通し くで見るだけでなく、

と意欲をもつ。 離れて自分の作品を見ること

をポイントとして押さえる。

○本時の振り返りの視点を示

す。



・仲間の発言や教師の実演から学ん ●発言と記録

だことをもとに本時のキーワード ・自分の課題に対し、仲間 １，自分のテーマをより主

を知り、自己の課題と振り返りの の助言や教師の実演から自 張できる色・形・表面加

視点を確認する。 己決定という本時の振り返 工・構成を追求すること

りの視点をつかんでいる ができたか。

か。 ２，パシッと音がするまで

追求できたか。

○色・形・表面加工で課題をも

つグループを集め、部分指指

， 。導をし 解決方法を助言する

○前時Ｃと判断したＨ君、Ｍ君自分のテーマをより主張できる色・形・表面加工・構成

中心に個別指導する。を工夫し、パシッと音が聞こえるように完成させよう。

Ａ君・・・海をどんな色で表ま

○色・形・表面加工に課題をもつグ ＜ウ－⑤＞ 現しようか迷っている。と

ループで集まり、解決方法を知る ◎前時の自己評価から色・形 → 先輩や仲間の作品を使っめ

色を課題とするＭ君 解決法 ・表面加工・構成の点でも て、つくった島を目立たる

人の心を表す目の色 つ課題を解決する方法に気 せる配色と塗り方に気付

とバックの配色で迷 付き、自分で「これだ」と かせ、パシッと合う配色

う １５人 納得できる完成の仕方を決 と構成の充実感を味わわ

形を課題とするＨさ 解決法 める。 せたい。

ん ●観察と作品 Ｂ君・・・魚とバックの構成

闇を閉じこめる平和 ・振り返りの視点から、自 の仕方で迷っている。

の光の形で迷う２人 分の課題を明確にし、新た → 教師が波のしぶきの方法

表面加工を課題とす 解決法 な技法や組合わせ方法を試 を実際にやって見せるこ

るＩ君 し、表現を追求し、完成に とによって効果的な技法

海から出る朝日の光 対する自己決定をしている に気付き，自分でもやっ

の感じをどう出せば か。 てみたいという意欲をも

いいか迷う ７人 たせる。

・本時は課題解決方法を教師の実演 Ｃに近いＢと判断されそうな

から見付ける。 生徒・・・個別指導で困って

○制作場所に移動する。 いることはないか聞き、

○自分の課題を意識し、色・形・表 参考作品を見せたり、や

面加工・構成を追求する中で、自 り方を教えたり、リサー

己決定する。 チ交流に行かせたりし

て、課題解決方法を見付

け出させる。

Ａ・Ｂと判断される生徒

・・・無意識に行ってい

る主体的な学習活動や独

創的な表現を認め、励ま

し価値付ける。



＜鑑賞の能力＞ ○取組みを通して「自己決定」色の追求

（配色・タッチ・様々な技法の効 ○自分や仲間の取組みのよさ という視点から全体に広めた

果・色のもつメッセージ等） や表現の効果を味わう。 い生徒を指名し、パシッと決

●自己評価カード めた充実感をを広める。形の追求

（具象形・抽象形・立体・平面・ 前時Ｃと判断された子の本時

反立体等） のがんばりを紹介し、取組み

のすばらしさを認める。表面加工の追求

（平面と波状・対比・材料の組合 ・課題を明確にし、自己決定 ○本時の振り返りの視点から生

わせ等） して表現する。 徒の取組みを価値付け、認め

る。構成の追求

（部分と全体の構成・全体と部分

の組合わせ等）

○自分が本時工夫し自己決定したこ

とについて 交流し、取組みのよさ

や表現のよさを感じ取る。

・自己評価カードを使って自己評価

をし、本時を振り返り，次時への

課題を明確にする。

○挨拶の後、後片付けをする。

５ 評価の実際と個に応じた指導事例

【造形への関心・意欲・態度】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した生徒の具体的な状況例 判断した生徒への指導の手だて

＜ア－①＞

○抽象表現のよさや美しさ ○キーワード 意欲的に」 ○「炎」という同じテーマでも、 「

テーマを生かす独特な表 「課題意識をもって」 表現方法の違う２つの参考作

現技法が表れている先輩 「よさや価値を見い出す」 品を作品を比較させることに

の参考作品を鑑賞するこ ・積極的に挙手発言し、自分の感じた抽 よって、それぞれの抽象表現

とによって、抽象表現の 象表現の形や色のよさや面白さを話す の形の違いに気付かせ、一人。

面白さや作品に込める作 ・学習カードに見付けた抽象表現のよさ 一人違う感覚の面白さを味わ

者の思いを関心をもって を生かし、次からの自分の制作に意欲 わせる。

見付け、自分の制作に生 的に取り入れようとする記述が見られ

かそうとする。 る。

＜ア－②＞

○自分の思いをより強く表 ○キーワード「自分のテーマにあった」 ○「○○さんは、こういう方法

現するために試作や試し 「試行錯誤」 で波の色を表現しているよ。

を繰り返すことによって ・例えば「海」の波を表す色の組合わせ ちょっと参考に見てきてごら、

色や形、表面加工の点で や筆遣いで、納得いくまで何枚も試し ん 」とリサーチ交流を促す。

より思いに合った表現を をする。 ことによって、効果的な表現

求め、自分らしい表現を ・例えば「心の痛み」を表すとげとげし 方法をしている仲間の工夫に

追求しようとする。 た抽象形を何回もアイデアスケッチで 気付かせ、自分の制作の参考

描き試す。 にする。



＜ア－③＞

○作品交流の場面で、仲間 ○キーワード「仲間から学ぶ」 ○同じ課題のある生徒を部分交

の制作に対する思いや工 「自分の作品に生かす」 流させることによって、困っ

夫を聞くことによって、 ・ もっとよくしたい」と願い、よりテ ている仲間同士が一生懸命解「

より自分の思いに合った ーマに近ずく表現方法を求めて、積極 決方法を語る姿を知り、自分

表現を色や形、表面加工 的にリサーチ交流をする。 もがんばろうという意欲を深

の点から追求する姿勢に ・自己評価カードに仲間の制作姿勢のす める。

気付き、自分の作品制作 ばらしさを見付け記入し、自分の作品

に生かそうとする。 の参考にしたいという思いを書いた。

【発想や構想の能力】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した生徒の具体的な状況例 判断した生徒への指導の手だて

＜イ－①＞

○段ボールという素材の可 ○キーワード 段ボール 素材 を生かす ○「重ねたり、組み合わせたり「 （ ） 」

能性を追求し、楽しみな 「独創的な発想」 してみよう 「ボンド以外。」

がら試すことによって、 「深く追求」 の接着方法はないかな 」と。

加工する行為から生まれ ・段ボールの手触りを楽しみながら、そ 具体的な制作上のヒントを助

る効果や接着方法の工夫 の特性を感じ，量的に１０以上の多く 言することによって、段ボー

について気付き、自分の の可能性を見付ける作品をつくる。 ルのもつ手触りと特性に気付

。 ， 。作品のイメージを広げる ・誰にも考えつかないような独自の可能 かせ 制作の可能性を広げる

性を見付けようと質的に高い加工にチ

ャレンジする。

＜イ－②＞

○より強くテーマを表すた ○キーワード「個性的なテーマ」 ○「この作品が完成したらどう

めに工夫している先輩の 「独創的な発想」 やって飾ろうか。床に置くの

参考作品を鑑賞すること 「計画的」 かな。壁に飾るのかな。天井

により、感性や想像力を ・これまでの自分の経験をもとに夢のあ からつるすのかな 」と話し。

働かせ自分らしいテーマ るテーマを選び、何枚もアイデアスケ かけることによって、作りた

を発想することに気付き ッチをする。 い作品の構想に気付かせ、制、

スケッチをもとに素材を ・アイデアスケッチしながら、メモを書 作のイメージを引き出す。

生かした構想を練る。 き込んだり、必用なもの、今後の計画

を書き込む。

＜イ－③＞

○自分のテーマをより強く ○キーワード「自分のこだわり」 ○色・形・表面加工にこだわり

表現するために 色 形 「構成の仕方」 をもつ具体的な参考作品をい、 、 、

表面加工にこだわりをも 「組合わせ方」 くつか提示することにより、

って制作した作品を構成 ・例えば色のもつ意味ににこだわりをも 色や形の組合わせ方、接着方

する方法を教師が実演す ち、感情を色で表現しようとチャレン 法（強度）に気付かせ，これ

ることによって、材料の ジし，色の組合わせ方を考える。 からの自分の制作の参考にす

組合わせ方や強度、より ・風の形を抽象表現しようとパーツのア る。

よい接着法などに気付き イデアスケッチを繰り返し、決めた形、



， 。より豊かな構想を練る。 を より美しく組み合わせようとする

（バランス）

・波を表現するために、段ボールの表面

をはがして、波状にめくる美しい方法

を考え出し、平面と対比させようとす

る。

【創造的な技能】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した生徒の具体的な状況例 判断した生徒への指導の手だて

＜ウ－①＞

○自分の決定したテーマか ○キーワード「独創的な形」 ○テーマからメージする言葉を

らイメージする言葉をも 「テーマを意識」 まず、具象に表し、そこから

とに形を変形させること 「イメージの広がり」 抽象に変形させていくことに

によって、テーマにあっ ・自分のテーマからイメージする言葉を よって、抽象形の面白さに気

た独創的な抽象形をつく もとに自分の思うような曲線や直線、 付かせ、難しいイメージを払

りだすことに気付き、独 点などを自由な発想で、楽しみながら 拭させる （例 ： 平和」。 「

創的な抽象表現をする。 何枚も描く。 →「はと・花・四つ葉」→

・感情をテーマにする中で、例えば「怒 変形）

り」を形だけでなく色も考えながら、

色鉛筆を使って粘り強く描く。

＜ウ－②＞

○自分のテーマや制作の条 ○キーワード「意欲的な収集」 ○教師が準備した材料「がらく

件を確認することによっ 「効果的な選択」 たセット」や用具を紹介し、

て、表現にあった材料や 「計画的」 その中から自分のイメージに

用具を見付けることに気 ・テーマ設定時から 全１３時間の中で あったものを自己選択させ、 、

付き、効果的に使う。 自分のテーマにより近づくための表現 ることによって、材料や用具

材料や用具は何か計画的に考え、家庭 集めの楽しさに気付かせ、次

で用意してきた材料を選択をして制作 回から自分で用意できるよう

する。 にする。

・意図に合わせて家庭から大きな段ボー

ルや薄い段ボールを持ってきて、用途

別に選択して使う。

＜ウ－③＞

○自分の思いをより強く表 ○キーワード「効果的な表現方法」 ○材料や用具を効果的に生かし

すことができる材料や表 「材料のよさを生かす」 て表面加工がしてある参考作

現方法を知ることによっ ・自分のテーマをより主張する表現方法 品をいくつか提示したり、教

て、より効果的な色や形 を追求するために、積極的に自分が用 師が実際にやって見せたりし

、 、の組合わせ方などに気付 意した材料や用具を使って表現方法を て より思いの伝わる形や色

き、材料や用具を生かし 試す。 材料の組合わせ方に気付か

て表現する。 ・自分テーマをより主張する表現方法を せ、自分のテーマに対する表

追求するために、積極的にリサーチ交 現を深める。

流をして、よりよい表現方法を探し出



す。

＜ウ－④＞

○前時の自己評価を振り返 ○キーワード「自分のよさや課題の発見」 ○色、形、構成、表面加工のど

ることによって、自分の 「次時へつなげる」 の点で課題をもっているの

表現方法のよさと課題に ・自己評価カードに本時自分が色や形、 か、本人と会話することによ

、 、気付き、本時課題を明確 表面加工や構成の視点を明確にしてこ り 取り組む視点に気付かせ

にして表現の追求をする だわったがんばりと次の時間取り組む 具体的な解決方法を教師が実。

、 。課題点を明確にして記入する。 演し 表現の追求につなげる

・自分の課題を解決するための工夫やア

イデアスケッチなどが自己評価カード

にメモ書きのように記入してある。

＜ウ－⑤＞

○前時の自己評価から 色 ○キーワード「課題解決のため追求」 ○仕上げの場面で、 、

①形では中心と周りのバラン形、表面加工、構成の点 パシッと音の聞こえる完成「 」

スについてでもつ課題を解決する方 ・最後の一枚のパーツを数㎜の単位で伸

②色では組合わせ方と仕上げ法に気付き、自分で「こ 長に移動させ、構成上一番ピタっとく

の方法についてれだ」と納得できる完成 る場所を「ようし、パシッときたぞ 」。

の仕方を決める。 と言いながら探し当てる。 教師が具体的に仕上げの構成

・色に課題をもっているため、その課題 例を示すことによって、より

を解決するために仕上げに一番効果的 思いの伝わる作品完成の仕方

な色は何か、試しながら色を付け加え に気付かせ、満足感を得る。

る。

【鑑賞の能力】

学習活動における 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現して 「努力を要する」状況（Ｃ）と

具体の評価規準 いると判断した生徒の具体的な状況例 判断した生徒への指導の手だて

＜エ－①＞

○フランク＝ステラの作品 ○キーワード「意欲的な発言」 ○ステラの抽象表現が色、形、

と制作のビデオを鑑賞す 「抽象表現のよさや価値を見 生き方、考え方の点からより

ることによって、作品に いだす」 ユニークに表されている作品

込められた作者の心情や 「既習の表現方法と抽象表現 をカラープリントし、その色

意図、創造的な表現の工 の相違点に気付く」 調や構成を近くで見せたり、

夫など、多様な表現の可 ・作家の作品や制作風景のビデオを目を 作品に対する思いを語ること

能性を感じ取り、次回か 輝かせて鑑賞し、自分が見付けたこと によって、抽象表現の面白さ

らの制作に生かそうとす や感じたことを感動をもって積極的に や作家の思いに気付かせ、自

る。 発言する。 分も意欲的にがんばって制作

・鑑賞カードに抽象表現の面白さや作家 し ようとする。

の生き方に感動した感想を意欲的に書

く。

＜エ－②＞

○思いを込めてつくった自 ○キーワード「自分の思いを語る」 ○仲間の作品発表の時、

①発想の面白さの視点分や仲間の作品を鑑賞す 「自分や仲間の成長を見付け



②色や形、表面加工、構成のることによって、作品の る」

工夫の視点多様な発想の面白さや表 「題材を通して学んだこと」

③テーマに対するこだわりや現方法の工夫や美しさに ・例えば「棘」を制作したＡ子はこれま

努力の視点気付き、お互いのがんば で立体作品は苦手だったが材料を最大

りを認め合うと同時に次 限に生かす可能性を学ぶことができた で 「今の発言は大切だね 」、 。

の作品への意欲につなげ と振り返りカードに記入している。 と助言することによって、完

る。 ・例えばＢ君はいつも制作が遅れがちな 成作品だけでなく、制作中の

Ｍ君の作品に対して「とても丁寧。色 思いにも気付かせ、自分の作

合いもよい。自分はあそこまで集中し 品に対する思いへと結び付か

て彩色できない 」と仲間のがんばり せる。。

を素直に認め、自分も次の作品で頑張

ることを決意する。

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜ウ－⑤＞

○前時の自己評価から、色、形、表面加工、構成の点でもつ課題を解決する方法に気付き、自分で

「これだ」と納得できる完成の仕方を決める。

（２）評価の実際

【評価の方法】

［作品と自己評価カード］

・自分の表現のよさや課題を意識して表現の追求をしているか。

【判断した生徒の状況例】

・Ａさんは、パーツの色や形の表現を自分のテーマに合わせて思うように試し、楽しく制作を進めて

きたが、三角形を組み立てる段階で「接着方法」の課題を意識し、いろいろな方法で試しながらよ

り美しい接着方法を見付け制作し、その苦労と満足感を自己評価カードにも書いていたのでＡと判

断した。

・Ｅ君は前時、教師のアドバイスによって制作における計画ミスに気付き、その課題を意識して何と

か思い通りの作品に近づけようと努力することができ、自己評価カードに次時の課題も書くことが

できたのでＢと判断した。

・Ｍ君は自分の作品は気に入っているのだが、発想力と見通しが弱く、教師や仲間のアドバイスがな

いと思ったように制作が進まないため、Ｃと判断した。

【Ｃと判断した生徒への手だて】

作品に対する色や形、表面加工のこだわりが伝わる点について「よさ」とし認め、励ます 「課題」。

については 視点を明確にし、①形では中心と周りのバランスについて②色では組合わせ方について

、 、 。教師が具体的に例を示すことによって より思いの伝わる表現方法に気付かせ 意欲の継続化を図る

（３）個に応じた指導の実際

【主題にかかわって】

・Ｍ君は事情があって会話が通じにくい。文字が書けない。しかし、美術は好きである。



はじめは抽象作品に対するイメージがつかめず、どんなテーマにするかなかなか決められなかっ

た。

手だて①：自分の好きなものを教師との対話の中から選び出し、形は抽象形が理解できないので具

象形に決め、彩色を抽象表現でチャレンジすることにした。

【技能にかかわって】

・Ｍ君は昨年１年の時、デザインの色彩表現にとても興味を示し、彩色の技能が他の能力に比べ優

れていたため、今回も形ではなく、色彩で抽象表現を試みようと考えた。

手だて②：彩色カードを利用して、どこをどの色で塗るのか自分で決めさせた。色がつくれない場

合は教師が援助し、一緒に色づくりをした。

手だて③：ポロックやサム＝フランシスの抽象作品を見せ、様々な色画用紙に好きな色で絵の具を

垂らしたり、色を飛ばしたりする技法を見本を見せながら試した。

【生徒の変容】

はじめは何をすればよいか分からず、黙って座っていたのが、自分でテーマを決め、どんな作品

、 、にしたいのか 次はどんな方法で何をやればいいのか毎時間寄り添って確認してやることにより

自信をもって黙々と制作をするようになった。また、自己評価カードに反省としての文字は書け

ないが、進んでカードを取りに来て嬉しそうに評価項目に一つずつ○を付ける姿が見られるよう

になった。また，本人のがんばりや作品のよさををクラスの仲間が認め励ます姿から、本人の制

作意欲が増し、昼休みもがんばって制作する姿が見らるようになった。

【本時のねらい】

自分の願いやテーマをより強く表現するために、色や形、表面加工、構成の視点から表現方法を工

夫している仲間の作品や教師の実演から学ぶことを通して前時自己評価カードに書いた自分の課題

を解決する方法をつかみ、表現方法を決定し、より思いの伝わる作品完成方法を身に付けることが

できる。

【本時の評価基準】

ウ－⑤

○前時の自己評価から、色、形、表面加工、構成の点でもつ課題を解決する方法に気付き、自分で

「これだ」と納得できる完成の仕方を決める。

Ａ・・・２６，３ ％ Ｂ・・・６８，４ ％ Ｃ・・・５，２ ％

【前時Ｃと判断された生徒への手だて】

「構成」の面から課題をもつ生徒の作品を取り全体指導（Ａ・Ｂ・Ｃに対しての具体的指導）→

あげ、全体の場で教師が実演することによって 「中心と周りのバランス」に気付き、揺るぎな、

い自己決定（パシッと音の聞こえる作品完成）の大切さを知る。

部分指導（形・色・表面加工に対しての具体的指導）

「形」→一番目立たせたいところと周りとのバランスについて指導

「色」→色の組合わせ方と、仕上げの方法について指導

「表面加工」→材料の組合わせ方と、仕上げの方法について指導

Ｃと判断されそうな生徒への指導 （前時Ｂと判断された中でも手だてなしではＣになりそう

な生徒も含めて）

予想される姿 手だて

タイプ１「形」 中心点を目立たせる全体と 実際に教師が作品を手に取り、中

部分のバランスが決められ 心点を目立たせる場所を示すことに

ず、迷う。 よってバランスに気付かせ、自分の

作品の形の美しさを味わう。

タイプ２「色」 仕上げを決める最後の一 実際に教師が作品の彩色の実演例



筆をどうやって入れればよ を示すことにより、よりテーマを主

いか迷う。 張する彩色方法に気付き、作品の完

成の充実感を味わう。

タイプ３ 表面加工 持ってきた材料をどうや 持ってきた材料（又は教師が用意「 」

って、どれくらい組み合わ した材料の中）から、教師がよりテ

せればよいか迷う。 ーマに合う材料の組合わせ方を示す

ことにより、効果的な表面加工の方

法に気付き、素材を生かす装飾の美

しさを知る。

タイプ４「構成」 全体と部分の接着方法や 中心を目立たせる全体と部分のバ

バランスが決められず、迷 ランスを生かした接着方法を教師が

う。 アドバイスすることにより、段ボー

ルの強度を考えた組合わせ方に気付

き、完成の満足感を味わう。

タイプ５「進度」 やるべきことは分かって 完成作品の結果だけが全てではな

いるが、計画ミスで、仕上 いが、完成の充実感を味わわせるこ

、 、げられそうにない。 とは大切なので 休み時間や放課後

美術室を開放することを話し、来週

の美術の時間までに仕上げることを

約束させる。

【前時Ｃと判断された生徒への具体的な指導】

着目生徒 予想される姿 教師の手だて

Ｈ君 海をどんな方法で表 先輩や仲間の作品を参考に見せることによって、作

現しようか迷う。 った島を目立たせる配色と塗り方（筆のタッチなど）

気付かせ、パシッと合う配色と構成の充実感を味わわ

せる。

Ｍ君 魚とバックの構成の 教師が波のしぶきの表現方法を実際にやって見せる

仕方で迷う。 ことによって効果的な技法に気付き、自分もやってみ

たいという意欲をもたせる。

６ 評価・評定の総括の事例

【 ステラワールドへようこそ』の[Ｍ君]の「ウ 創造的な技法」の評価】『

観点別評時間配分 学 習 活 動 題材におけ 単位時間における具体の評価規 評

価の総括る評価規準 準 価

第４次 Ａ 表現 ＜ウ－①＞

４時間目 テーマからイメージする （１） ○自分の決定したテーマからイ

（５０分） 言葉をもとに、独創的な メージする言葉をもとに形を変

抽象形をつくりだし、ア 自分のテ 形させることによって、テーマ

イデアスケッチを完成さ ーマや表し に合った独創的な抽象形をつく

せる。 たい感じを り出すことに気付き、独創的な

大切にして 抽象表現をする。、

「 材料や用具Ｍ君はどんなテーマで作品を



を効果的に Ｃつくりたいのかな？」

生かしなが「・・・・・」

ら、自分の「お父さんと釣りに行ったことが

感性や造形あったよね。魚とか川とか海の世

感覚を働か界をつくるのはどうかな？ （頷」

せて、独創く 「じゃあ、Ｍ君の好きな魚の）

的な表現を絵を描いてみよう。魚の形はいろ

工夫する。いろ変えてみよう 」。

第５次 ＜ウ－②＞

５時間目 自分の表現にあった材料 ○自分のテーマや制作の条件を

（５０分） ・用具を自分で用意す 確認することによって、表現に

る。 あった材料や用具を見つけるこ

とに気付き、効果的に使う。

Ｂ「Ｍ君はすごいね。ちゃんと家か

Ｂら釣りの本を参考に持ってきた

ね （嬉しそうにする）。」

「魚をきれいに切るために２種類

のカッターを持ってきたね。小さ

い魚はどっちのカッターで切る

の？ （小さい方を指さす）」

第６次 ＜ウ－③＞

８時間目 自分のアイデアスケッチ ○自分の思いをより強く表すこ

（５０分） に沿ってこれまで学習し とができる材料や表現方法を知

てきたことを生かし、よ ることによってより効果的な色

、り効果的な色、形、表面 や形の組合わせ方などに気付き

。加工を追求し、作品つく 材料や用具を生かして表現する

りを進める。 Ｃ

「魚の背びれのところは、何か表

面加工の工夫をした方がいいんじ

ゃないかな？」

「・・・・」

「誰か、班の中でアドバイスして

あげてください 」。

「 、 、あのね こうやって水をつけて

はがすとナミナミが出て、背びれ

らしく見えるよ 。」

第６次 ＜ウ－④＞

１０時間目 自己評価カードを累積し ○前時の自己評価を振り返るこ

（５０分） て記入することにより、 とによって、自分の表現方法の

自分の表現と願いを振り よさと課題に気付き、本時の課

返り、表現のよさや課題 題を明確にして表現の追求をす

を確かめながら、次時に る。



生かす。

Ｂ

（昼休みにも、制作をする姿が

見られるようになった ）。

「Ｍ君の波の塗り方や、魚の鱗

の配色、とってもきれいだね 」。

（にっこりする）

「今日は、どこをやるの？」

「魚の鱗をはみ出さないように

仕上げる 」。

第６次 ＜ウ－⑤＞

１１時間目 前時に確認した課題解決 ○前時の自己評価から色、形、

（５０分） に向け色、形、表面加工 表面加工、構成の点でもつ課題

構成の視点で追求し、 を解決する方法に気付き、自分

「これで完成」という決 で「これだ」と納得できる完成

定条件をキーワードで確 の仕方を決める。

かめながら、作品を完成 Ｂ

させる。

「いよいよ完成だね。Ｍ君、魚と

波がパシッと決まる場所を見付け

けてね （慎重に少しずつ作品を。」

ずらしながら、自分に一番ぴった

りくる場所を探す）

「 」決まった？パシッと音がした？

「決まった！」

【評価・評定の根拠と留意点】

本題材では、各評価場面で観点ごとに評価規準に基づきＡＢＣの３段階で評価したものを合計して「観

点ごとの総括点」を導きだし、本題材における「観点別評価」としてＡＢＣで評価している。

本題材「ステラワールドへようこそ」の評価及び評価の総括

観 点 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力関心・意欲・態度

学習活動に 学習活動に 作 学習活動における 作 学習活

氏 おける具体 評 おける具体 品 評 具体の評価規準 品 評 動にお 評

の評価規準 の評価規準 か か ける具

ら ら 体の評

名 価 の 価 の 価 価規準 価

評 評

① ② ③ ① ② ③ 価 ① ② ③ ④ ⑤ 価 ① ②

１ あ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

２ い Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

３ う Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ



４ え Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

５ お Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

６ か Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

７ き Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ

８ く Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ

（１）評価・評定の根拠

・・・関心・意欲・態度は「抽象表現の面白さへの導入 「テーマ【ア 美術への関心・意欲・態度】 」、

追求のための試作づくり 「作品交流のための話し合い」の場で評価する。試行錯誤を繰り返し」、

ながらも作品をよりよくするため追求していく意欲を持続させたいので、毎時間の評価を均等割

に平均して評定を出すが、現時点に近い後半に重みを置く。毎時間の生徒の「自己評価カード」

を参考にして表面的な活動だけではつかめない生徒の作品に対する内面も評価の参考にする。

ＡＢＡならＡ

ＢＡＢならＢ

ＡＢＢならＢ

ＣＢＢならＢ

ＣＣＢならＣ

・・・・・・・本題材における発想、構想面での生徒に付けたい力が場面に【イ 発想や構想の能力】

よって「段ボールの可能性を試す （試作 「テーマを生かすアイデアスケッチ （平面 「表現へ」 ） 」 ）

のこだわり方 （立体）と異なるため、毎時間の評価を均等割に平均して評価する。また、完成し」

た作品から先輩や仲間のまねでない、自分らしい工夫を生かした制作ができているかを毎時間の

評価と総合して評定する。

ＢＢＡＡならＡ

ＣＣＣＢならＣ

ＡＢＣＢならＢ

ＣＢＢＣならＣ

・・・・・・・・・１３時間という時間設定の中で、題材を貫いて自分のテー【ウ 創造的な技能】

マを大切にし、材料や用具を生かし、これまで学んだ技能を生かしながら独創的な表現を深め

ていくため、後半に重点を置いた評定をする。また、完成した作品や「自己評価カード」から

よりテーマを追求した表現方法が工夫できているかを毎時間の評価総合して評定する。

ＡＢＡＡＢＡならＡ

ＣＢＣＢＢＢならＢ

ＢＢＢＢＢＡならＢ

・・・・・・・・・・本題材における鑑賞の評価場面は「導入のフランク＝ステ【エ 鑑賞の能力】

ラのビデオ鑑賞」と「完成後の仲間や自分の制作を振り返っての作品鑑賞」なので，それぞれ

鑑賞の観点が違うため，毎時間の評価を均等割して評定を出す。しかし，題材を通して鑑賞の

仕方を学び深まった見方ができていると判断できるため，後半に重点を置く。

ＢＡならＡ

ＣＡならＢ

ＡＢならＢ

（２）留意点

・毎時間「自己評価カード」を書かせ分析し累積したが、生徒の思いと教師の評価が一致しないと

ころについて 「どうやって次時、課題を解決すればよいのか」生徒と話し合いをもち、生徒の意、

識をつかんだ指導に生かすことができた 「自己評価カード」の生徒の記録をそのまま評価につな。

げるのでなく、分析することが大切となる。

・前時、Ｃと判断された生徒は確実に次時、指導・援助し、評価を生かすことができたが、ＢやＡ



と判断された生徒の中にも「つまずき」が発生することはあるので、１時間に全員個人指導でき

ないことも考慮し、毎時間デジカメで作品を保存したり、ビデオに撮っておいたりすることもよ

り正確な評価を生かす方法になる。

・評価を累積し、評定を出していく中で評価の観点に沿って全て均等割に評価し評定を出すのでな

く、導入から出口までのその生徒の伸び率を考慮に入れたり、評価の観点によっては出口の後半

に比重をかけて評価することが教育的に必要である。

・作品という結果や感想文という結果だけの評価だけでなく、１時間の中でどんな思いで、どんな

表情で制作活動に取り組んでいるか観察することの重要性や、観察だけに終わらず、教師は「単

位時間ごとに付けたい力」をしっかり「指導」することが大切なので、よりねらいを明確にした

授業展開を考えていくことが必要である。

・教師は生徒や保護者に対して説明責任があるので、題材終了ごとに修正を加えながら、より揺る

ぎない評価規準を求め研究を深めていくことが大切である。

７ 参考資料

資料２ 先輩の制作した平面作品① 資料２ 先輩の制作した立体作品②

資料２ 先輩の制作した半立体作品③ 資料３ 抽象形にこだわった先輩の作品



資料４ 色にこだわった先輩の作品 資料５ 表面加工にこだわった先輩の作品

資料６ 「波」というテーマでパーツの組み合わ 資料６ 「波」の完成作品

方に課題をもったＫ男の制作過程の作品

資料７ 形と構成にこだわったＭ子の完成作品

資料７ 表面加工にこだわったＩ子の作品



資料７ 色にこだわりをもつＨ子の作品 資料７ 色と形にこだわりをもつＡ男の作品


